
 

 

去

る

十

月

二

十

一

日

に

、

赤

田

神

社

例

祭

、

秋

祭

り

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

前

日

や

当

日

早

朝

か

ら

、

総

代

や

実

行

委

員

の

み

な

さ

ん

に

よ

り

、

神

事

や

模

擬

店

の

準

備

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

午

前

九

時

。

御

神

輿

が

担

ぎ

出

さ

れ

、

御

旅

所

に

な

る

中

村

町

内

の

古

四

之

宮

に

向

け

て

出

発

し

ま

し

た

。

 

境

内

に

は

、

実

行

委

員

さ

ん

、

良

城

小

お

や

じ

の

会

、

ケ

ー

キ

シ

ョ

ッ

プ

ポ

ム

さ

ん

（

小

郡

下

郷

駅

前

）

の

お

店

な

ど

が

立

ち

並

び

、

終

日

た

く

さ

ん

の

人

で

賑

わ

い

ま

し

た

。

 

ご

奉

仕

く

だ

さ

っ

た

多

く

の

皆

さ

ん

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

 

歌

声

は 

響 

く 

奉

納

行

事

は

、

良

城

小

Ｐ

Ｔ

Ａ

コ

ー

ラ

ス

の

歌

声

で

は

じ

ま

り

ま

し

た

。

『

村

ま

つ

り

』

は

、

唱

歌

で

な

じ

ま

れ

て

い

ま

し

た

が

、

最

近

で

は

あ

ま

り

聞

く

こ

と

が

な

く

な

り

ま

し

た

。

 

秋

祭

り

に

ふ

さ

わ

し

い

曲

で

会

場

に

な

ご

や

か

さ

が

漂

い

ま

し

た

。

 

続

い

て

、

良

城

小

合

唱

団

の

合

唱

で

す

。

 

今

年

行

わ

れ

た

Ｎ

Ｈ

Ｋ

合

唱

コ

ン

ク

ー

ル

中

国

大

会

で

、

見

事

に

金

賞

に

輝

い

た

、

ま

さ

に

磨

き

上

げ

ら

れ

た

歌

声

は

、

屋

外

と

は

思

え

な

い

ほ

ど

に

境

内

に

響

き

渡

り

、

そ

の

熟

度

は

い

う

ま

で

も

な

く

、

子

供

達

の

純

粋

さ

が

、

聴

く

も

の

を

魅

了

し

、

心

洗

わ

れ

る

思

い

で

し

た

。

余

韻

名

残

惜

し

く

も

感

じ

る

温

か

い

歌

声

で

し

た

。

 

み

な

さ

ん

素

敵

な

歌

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

 

四

宮

を

こ

よ

な

く

愛

し

て 

鷺 

流 

狂 

言 

鷺

流

狂

言

の

方

は

、

通

常

の

ス

テ

ー

ジ

で

演

じ

る

の

と

は

違

い

、

古

の

人

の

演

じ

て

い

た

形

に

近

い

の

で

は

と

い

う

思

い

か

ら

、

赤

田

神

社

で

の

出

演

を

と

て

も

楽

し

み

に

し

て

お

ら

れ

ま

す

。

 

今

年

は

、

『

不

毒

（

ぶ

す

）

』

が

奉

納

さ

れ

ま

し

た

。

 

山

口

市

の

伝

統

的

な

芸

能

と

し

て

、

こ

れ

か

ら

も

守

り

続

け

ら

れ

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

 

ふ

る

さ

と

の

大

切

な

芸

能 

奉 

鳳 

翩 

太 

鼓 

鳳

翩

太

鼓

は

、

吉

敷

き

っ

て

の

伝

統

芸

能

で

す

。

 

小

さ

い

子

供

か

ら

大

き

い

子

供

ま

で

の

メ

ン

バ

ー

で

す

が

、

日

々

の

稽

古

が

十

分

足

り

て

い

る

様

子

が

、

撥

捌

き

に

表

れ

て

い

ま

し

た

。

 

 

鳳

翩

太

鼓

の

指

導

者

田

口

比

路

志

さ

ん

は

、

子

供

達

に

、

毎

回

の

単

純

な

稽

古

で

も

お

ろ

そ

か

に

す

る

こ

と

な

く

、

真

剣

に

取

り

組

む

こ

と

を

、

言

い

聞

か

せ

て

い

る

と

の

こ

と

で

す

。

そ

う

す

れ

ば

、

少

し

ず

つ

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

、

難

し

い

曲

も

た

た

け

る

よ

う

に

な

る

。

成

長

の

実

感

を

子

供

達

自

ら

味

わ

っ

て

ほ

し

い

と

言

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

し

て

、

太

鼓

を

通

じ

て

関

わ

っ

た

子

供

達

が

、

将

来

こ

の

吉

敷

の

ふ

る

さ

と

づ

く

り

の

要

に

な

っ

て

、

素

敵

な

吉

敷

に

し

て

く

れ

た

ら

い

い

な

あ

、

と

言

う

願

い

を

持

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。
 

こ

れ

か

ら

も

、

会

の

発

展

、

ご

活

躍

を

お

祈

り

し

て

い

ま

す

。

 

 

美

し

く

も

雄

々

し

い 

 

石 

見 

神 

楽 

続

い

て

、

島

根

県

柿

木

地

区

の

白

谷

社

中

に

よ

る

『

大

江

山

（

お

お

え

や

ま

）

』

と

『

大

蛇

（

お

ろ

ち

）

』

の

二

番

の

神

楽

が

舞

わ

れ

ま

し

た

。

金

糸

銀

糸

で

刺

繍

さ

れ

た

衣

装

は

一

着

百

万

円

以

上

と

か

。

鬼

が

五

体

で

五

百

万

円

以

上

の

舞

で

す

。

 

迫

力

と

研

ぎ

澄

ま

さ

れ

た

切

れ

の

良

い

舞

は

、

衣

装

に

も

勝

り

、

日

本

の

伝

統

文

化

の

懐

の

深

さ

を

感

じ

さ

せ

ま

し

た

。

 

 

白

熱

の

女

尻

相

撲

 

 

お

祭

り

の

終

盤

に

新

企

画

の

女

尻

相

撲

が

あ

り

ま

し

た

。

出

場

力

士

は

十

六

人

。

初

め

て

の

こ

と

で

ど

う

な

る

か

と

興

味

し

ん

し

ん

に

観

戦

し

ま

し

た

。

 

当

初

は

な

で

し

こ

の

上

品

な

取

り

組

み

か

と

思

い

き

や

、

非

常

に

真

剣

な

戦

い

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

 

決

勝

戦

で

は

、

押

し

出

し

た

弾

み

で

、

両

者

が

土

俵

下

ま

で

転

が

り

落

ち

る

光

景

は

、

大

相

撲

の

千

秋

楽

の

優

勝

決

定

戦

を

も

凌

ぐ

様

で

、

見

る

人

の

喝

采

を

浴

び

て

い

ま

し

た

。

 

第

二

十

八

号

 

赤

田

神

社

広

報

 

四四四四

のののの

宮宮宮宮

さ

ま

さ

ま

さ

ま

さ

ま    
平

成

二

十

年

十

一

月

二

十

四

日

（

編

集

・

発

行

）

 

赤

田

神

社

社

務

所 

九

二

二

―

七

五

八

二

 

秋

祭

り 

大

盛

況 



 

 

 

元

日

午

前

零

時

か

ら

、

新

年

を

迎

え

た

こ

と

を

神

様

に

報

告

し

、

国

家

の

安

泰

と

氏

子

、

崇

敬

者

の

一

年

の

平

安

を

祈

念

す

る

『

歳

旦

祭

』

を

行

い

ま

す

。

 

 

ま

た

、

そ

の

頃

よ

り

大

焚

火

を

し

て

、

皆

様

の

ご

参

拝

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

 

 

先

ず

氏

神

様

に

初

詣

を

す

ま

せ

て

、

爽

や

か

な

気

持

ち

で

新

年

を

お

迎

え

さ

れ

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

 

 

福

さ

さ

に

吉

兆

つ

け

て 

開 

運 

招 

福 

お

正

月

に

は

、

福

さ

さ

を

差

し

上

げ

て

い

ま

す

。

 

こ

れ

に

、

吉

兆

と

呼

ば

れ

る

小

槌

、

小

判

、

鯛

な

ど

の

飾

り

を

付

け

ま

す

。

 

そ

れ

を

持

っ

て

え

び

す

様

に

お

参

り

し

て

願

を

か

け

て

家

に

持

ち

帰

る

慣

わ

し

が

、

全

国

の

恵

比

須

神

社

で

続

い

て

い

ま

す

。

 

  

え

び

す

様

は

、

開

運

招

福

、

農

林

水

産

業

、

工

業

、

商

業

な

ど

諸

産

業

の

守

護

神

と

し

て

信

仰

さ

れ

て

い

て

、

そ

の

福

を

分

か

ち

戴

く

と

い

う

こ

と

か

ら

、

毎

年

正

月

三

日

の

祭

礼

に

は

、

福

引

き

を

執

り

行

っ

て

い

ま

す

。

 

◇◇◇◇

神神神神 
 

 
 

 
 

 
 

事事事事    

午

前

七

時

三

十

分

午

前

七

時

三

十

分

午

前

七

時

三

十

分

午

前

七

時

三

十

分 

    

◇◇◇◇

福

授

福

授

福

授

福

授

く

じ

く

じ

く

じ

く

じ    

午

前

八

時

午

前

八

時

午

前

八

時

午

前

八

時

～～～～

正

午

頃

正

午

頃

正

午

頃

正

午

頃 

    
  
    

※※※※    

く

じ

は

く

じ

は

く

じ

は

く

じ

は

、、、、

な

く

な

り

な

く

な

り

な

く

な

り

な

く

な

り

次

第

終

了

次

第

終

了

次

第

終

了

次

第

終

了 

特

賞 

福

枡

（

ふ

く

ま

す

）

開

運

招

福

の

縁

起

物 

（

副

賞 

デ

ジ

カ

メ

ほ

か

） 

 
 

節

分

に

は

、

家

族

の

み

な

さ

ん

の

厄

を

祓

っ

て

一

年

間

の

無

病

息

災

と

家

内

安

全

を

祈

願

す

る

習

わ

し

が

あ

り

ま

す

。

厄

年

の

お

祓

い

も

こ

の

日

に

行

い

ま

す

。

    

 

祈

願

、

お

祓

い

で

一

番

大

切

な

こ

と

は

、

日

常

生

活

や

人

生

の

折

り

目

節

目

に

、

敬

虔

な

気

持

ち

で

神

様

に

お

祈

り

し

、

心

あ

ら

た

ま

る

こ

と

で

す

。

 

清

々

し

い

気

持

ち

で

新

し

い

一

年

を

過

ご

さ

れ

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

 

  

◇◇◇◇

日

時

日

時

日

時

日

時    

二二二二    

月月月月    

三三三三    

日日日日 
    

◇◇◇◇

受

付

受

付

受

付

受

付

    

午

前

九

時

午

前

九

時

午

前

九

時

午

前

九

時

～～～～

午

後

七

午

後

七

午

後

七

午

後

七

時時時時

ま

で

ま

で

ま

で

ま

で 
 

◇◇◇◇

厄厄厄厄    

年年年年

（（（（

数数数数

ええええ

年年年年

）））） 

（（（（

男男男男

）））） 

二

十

五

才

二

十

五

才

二

十

五

才

二

十

五

才

（

昭

和

六

十

年

生

ま

れ

） 

四

十

二

才

四

十

二

才

四

十

二

才

四

十

二

才

（

昭

和

四

十

三

年

生

ま

れ

）

大大大大    

厄厄厄厄 

六

十

一

才

六

十

一

才

六

十

一

才

六

十

一

才

（

昭

和

二

十

四

年

生

ま

れ

） 

（（（（

女女女女

）））） 

十

九

才

十

九

才

十

九

才

十

九

才  

（

平

成

三

年

生

ま

れ

） 
三

十

三

才

三

十

三

才

三

十

三

才

三

十

三

才

（

昭

和

五

十

二

年

生

ま

れ

）

大大大大    

厄厄厄厄 

三

十

七

才

三

十

七

才

三

十

七

才

三

十

七

才

（

昭

和

四

十

八

年

生

ま

れ

） 

※ 

厄

の

前

後

の

年

が

、

そ

れ

ぞ

れ

前

厄

前

厄

前

厄

前

厄

・

後

厄

後

厄

後

厄

後

厄    

    

 

節 
 

分 

二

月

三

日 

厄

除

け

、

星

祭

祈

願

祭 

初初初初

え

び

す

え

び

す

え

び

す

え

び

す    

く

じ

く

じ

く

じ

く

じ

引引引引

きききき    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一

月

一

月

一

月

一

月    

三

日

三

日

三

日

三

日 

氏

神

様

氏

神

様

氏

神

様

氏

神

様

にににに

初初初初

詣詣詣詣 


